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涌谷町黄金大使安野希世乃さんプロデュース日本酒企画第 2 弾

純米大吟醸 『花時雨』が誕生

涌谷町黄金大使
声優・歌手

安野希
き

世
よ

乃
の

さん

合名会社川敬商店
杜氏

川名由
ゆ

倫
り

さん

株式会社 ASK
デザイナー

尾形はるみさん

涌谷町長

遠藤釈
と く

雄
お

株式会社最上商店
代表取締役社長

最上真
まこと

さん

桜の名所・涌谷町に降り注いだ花時雨が

花びらと共に川へと流れ、大地を潤し、

田んぼを黄金に稔らせ、

おいしい仕込み水にも

そんな巡り流れる自然と
共に生きる美酒となる願いを込めて―

　

涌
谷
町
黄
金
大
使
で
、
声

優
・
歌
手
の
安
野
希
世
乃
さ

ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
日
本

酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
の
純

米
大
吟
醸

「
花は

な
し
ぐ
れ

時
雨
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

酒
米
は
、
農
事
組
合
Ｕ
Ｐ
フ

ァ
ー
ム
が
生
産
し
た
酒
米

「蔵

の
華
」
を
使
用
し
、
涌
谷
町

で
創
業
し
、
黄
金
澤
の
銘
柄

で
知
ら
れ
、
現
在
は
美
里
町

に
酒
蔵
を
構
え
る
合
名
会
社

川
敬
商
店
で
醸
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

味
わ
い
は
、
安
野
さ
ん
が
川

敬
商
店
を
訪
問
し
、
杜と

う

氏じ

の

川
名
由
倫
さ
ん
と
直
接
話
し

合
い
、
仕
上
が
り
イ
メ
ー
ジ
を

す
り
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
花
が
そ
っ
と
ほ
こ
ろ

ぶ
よ
う
に
香
り
、
和
梨
の
よ
う

な
み
ず
み
ず
し
い
甘
さ
が
広
が

り
、
凛
と
し
て
、
や
さ
し
く
ほ

ど
け
る
一
杯
と
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
株
式
会
社
Ａ

Ｓ
Ｋ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
尾
形
は
る

み
さ
ん
が
、
第
１
弾
の

「
稀

世
」
と
の
姉
妹
感
を
持
た
せ

つ
つ
も
、
桜
の
名
所
・
涌
谷
町

を
想
起
さ
せ
る
ラ
ベ
ル
を
制
作

し
ま
し
た
。

①

②

③



花
時
雨
の
誕
生
に

か
ん
ぱ
～
い
！

オ
ー
ル
涌
谷
の
食
材
と
と
も
に

花
時
雨
を
味
わ
う

　

６
月
７
日
（日
）
に
、
わ
く
や

天
平
の
湯
小
劇
場
で
、
安
野

希
世
乃
さ
ん
と
花
時
雨
の
醸

造
に
か
か
わ
っ
た
関
係
者
が
登

壇
し
、
花
時
雨
の
誕
生
ま
で

の
秘
話
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、

花
時
雨
と
す
べ
て
涌
谷
町
の
食

材
で
作
ら
れ
た
料
理
を
味
わ

う
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
も
関
東
を
中
心

に
48
人
が
参
加
し
、
花
時
雨

の
誕
生
を
共
に
祝
い
つ
つ
、
花

時
雨
と
食
事
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　

安
野
さ
ん
を
中
心
に
、
川
敬

商
店
杜
氏
の
川
名
さ
ん
や
Ａ

Ｓ
Ｋ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
尾
形
さ
ん

に
よ
る
腹
を
割
っ
た
女
子
ト
ー

ク
に
花
が
咲
き
、
終
始
笑
い
に

包
ま
れ
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稀き

世せ
い

時
代
か
ら
多
数

の
要
望
が
あ
っ
た
グ
ッ
ズ
製
作

な
ど
、
改
め
て
安
野
さ
ん
か

ら
も
話
が
あ
り
、
今
後
に
向

け
夢
が
膨
ら
む
会
と
な
り
ま

し
た
。

純
米
大
吟
醸

「花
時
雨
」
の

お
求
め
方
法
に
つ
い
て

　

純
米
大
吟
醸
「花
時
雨
」
は
、

涌
谷
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
で

入
手
で
き
る
ほ
か
、
小
野
周

商
店
、北
田
商
店
、長
南
酒
店
、

福
田
商
店
、
最
上
商
店
、
森

酒
店
、
や
ま
し
ゅ
う
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
日
本
酒
が
好
き
な

人
も
、
日
本
酒
初
心
者
の
人

も
、
女
性
で
も
、
お
い
し
く
楽

し
め
る
純
米
大
吟
醸

「
花
時

雨
」。
涌
谷
町
の
新
た
な
日
本

酒
と
し
て
、
共
に
推
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

《写真解説》
①お披露目会参加者全員で
記念撮影②ピンクの瓶に涌
谷町を想起させる桜のイラ
ストと稀世と姉妹感のある
花時雨の筆文字が美しい③
昨秋、ＵＰファームの皆さ
んに収穫された蔵の華④花
時雨にかかわる秘話で盛り
上がる女子トーク⑤日本酒
のイベントでしたが女性も
参加し、お楽しみいただき
ました⑥花時雨と料理を楽
しむ参加者の皆さん⑦いち
早く花時雨グッズを制作し
ていただきました⑧割烹一
里来の髙橋シェフ渾身のオ
ール涌谷の食材が詰まった
御膳

④

⑤

⑥⑦

⑧
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《
顕
彰
状
》

　

地
域
農
業
の
振
興
お
よ
び

発
展
へ
の
多
大
の
貢
献
を
称

え
涌
谷
町
か
ら
安あ

部べ

卓た
く

爾じ

記

念
奨
励
賞
を
贈
呈

▼
農
事
組
合
法
人
猪
岡
農
産

さ
ま

▼
涌
谷
デ
ン
ト
コ
ー
ン
迷
路

実
行
委
員
会
さ
ま

《
ス
ポ
ー
ツ
勲
功
章
》

　

全
国
大
会
優
勝
や
世
界
大

会
出
場
な
ど
の
栄
誉
を
称
え

涌
谷
町
か
ら
勲
功
章
を
贈
呈

▼
第
19
回
全
国
中
学
生
少
林

寺
拳
法
大
会
男
子
団
体
演
舞

の
部
に
出
場
し
第
１
位　

大

上
航こ

う

也や

さ
ま

《
表
彰
》

　

こ
れ
ま
で
各
分
野
に
お
い

て
多
年
に
わ
た
る
功
績
を
残

彰　

髙
橋
玲れ

い

子こ

さ
ま（
民
生

安
定
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰　

木
村

徹と
お
る

さ
ま
、佐
藤
浩ひ

ろ

也や

さ
ま（
消

防
団
員
と
し
て
の
永
年
勤
続

功
労
）、
民
謡
嘉よ

し

若わ
か

会か
い

さ
ま

（
民
生
安
定
功
労
）

▼
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰

鎌
田
啓け

い

さ
ま
、
印い

ん

南な
み

洋ひ
ろ

伸の
ぶ

さ

ま（
多
年
に
わ
た
る
学
校
保

健
医
と
し
て
の
功
績
）

▼
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議

会
長
・
東
北
管
区
警
察
局
長

表
彰　

中
野
豊と

よ

久ひ
さ

さ
ま（
防

犯
功
労
）

▼
宮
城
県
防
犯
協
会
連
合
会

長
・
宮
城
県
警
察
本
部
長
表

彰　

勝
又
金き

ん

市い
ち

さ
ま（
防
犯

功
労
）

《
功
労
者
》

　

国
や
宮
城
県
な
ど
か
ら
受

け
た
叙
勲
・
表
彰
な
ど
の
功

績
を
紹
介

▼
叙
位
・
叙
勲　

上
野
清き

よ

彦ひ
こ

さ
ま
、
田
村
敏と

し

幸ゆ
き

さ
ま

（
消
防
功
労
・
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

）、

伊
藤
晃あ

き
ら

さ
ま
、
阿
部
稔み

の
る

さ
ま

（
消
防
功
労
・
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

）

▼
法
務
大
臣
表
彰　

野
田
文ふ

み

正ま
さ

さ
ま（
民
生
安
定
功
労
）

▼
厚
生
労
働
大
臣
表
彰　

さ

く
ら
グ
ル
ー
プ
さ
ま（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
功
労
）、
藤
村
八や

重え

子こ

さ
ま
、
千
葉
德の

り

子こ

さ
ま

（
民
生
安
定
功
労
）

▼
消
防
長
官
表
彰　

野
田
悟さ

と
る

さ
ま（
消
防
団
員
と
し
て
の

永
年
勤
続
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
文
化
の
日
表

　

旧
涌
谷
町
と
旧
箟
岳
村
の
合
併
を
記
念
し
、
７
月
15
日（
水
）に
令
和
８
年
涌
谷
町
建
町
記

念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
功
績
紹
介
・
表
彰
な
ど
の
対
象
者
の
人
数
は
、
功
労
者
２
団
体

15
人
、
顕
彰
状
２
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
勲
功
章
１
人
、
表
彰
14
人
、
褒
状
２
団
体
11
人
、
感
謝

状
４
団
体
で
し
た
。
今
後
と
も
町
勢
発
展
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
式
典
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
『
涌
谷
町
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
大
賞
』
の
表
彰
状
贈
呈
の
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和８年涌谷町建町記念式典 

― 4 ―広 報 わ く や 令和８年８月１日発行



《
褒
状（
受
賞
時
の
学
年
）》

　

各
小
学
校
・
中
学
校
か
ら

推
薦
さ
れ
た
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
残

し
た
団
体
・
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
涌
谷
町
か
ら
表
彰

▼
第
71
回
青
少
年
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
小
学

校
の
部
部
会
長
賞　

阿
部
里り

っ

珂か

さ
ま（
涌
一
小
３
年
）

▼
第
79
回
宮
城
県
小
中
学
校

児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会

硬
筆
の
部
部
会
長
賞　

甲
斐

心こ

咲こ

さ
ま（
涌
一
小
４
年
）

▼
第
69
回
Ｊ
Ａ
共
済
全
国

小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
条
幅
の
部
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞 

及
川
瑠る

菜な

さ
ま（
涌
一
小
５

年
）

▼
第
79
回
宮
城
県
小
中
学
校

児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会

硬
筆
の
部
部
会
長
賞　

及
川

瑠
菜
さ
ま（
涌
一
小
５
年
）

▼
第
79
回
宮
城
県
小
中
学
校

児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会

毛
筆
の
部
部
会
長
賞　

及
川

瑠
菜
さ
ま（
涌
一
小
５
年
）

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て

涌
谷
町
か
ら
表
彰

▼
地
方
自
治
功
労　

伊
藤
雅ま

さ

一い
ち

さ
ま（
涌
谷
町
議
会
議
員

と
し
て
の
功
績
）

▼
消
防
功
労　

浅
野
浩こ

う

二じ

さ

ま（
涌
谷
町
消
防
団
員
と
し

て
の
功
績
）

▼
消
防
功
労　

遠
藤
功こ

う

記き

さ

ま
、
大
沼
京き

ょ
う

二じ

さ
ま（
涌
谷

町
消
防
団
世
話
係
会
員
と
し

て
の
功
績
）

▼
治
安
功
労　

浅
野
和か

ず

男お

さ

ま
、
齋
藤
正ま

さ

俊と
し

さ
ま
、
白
坂

明あ
き

義よ
し

さ
ま
、
松
下
義よ

し

弘ひ
ろ

さ
ま
、

山
田
守も

り

男お

さ
ま
、
加
藤
正ま

さ

司し

さ
ま
、
大
澤
和か

ず

彦ひ
こ

さ
ま（
涌

谷
町
防
犯
協
会
員
と
し
て
の

功
績
）

▼
民
生
安
定
功
労　

後
藤
律り

つ

子こ

さ
ま（
健
康
推
進
員
協
議

会
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
民
生
安
定
功
労　

安
倍
清き

よ
し

さ
ま
、
白
戸
秀ひ

で

美み

さ
ま（
公

衆
衛
生
組
合
長
と
し
て
の
功

績
）

▼
第
18
回
河
北
小
中
学
生
書

道
展
半
紙
部
門
河
北
賞　

及

川
瑠
菜
さ
ま（
涌
一
小
５
年
）

▼
第
４
回
み
や
ぎ
災
害
伝
承

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

校
高
学
年
の
部
最
優
秀
賞 

和
田
玲り

ょ
う

さ
ま（
涌
一
小
５
年
）

▼
令
和
７
年
度
宮
城
県
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
作
文
の
部
小
学
校
４

年
生
～
６
年
生
の
部
一
般
社

団
法
人
宮
城
県
交
通
安
全
協

会
長
賞　

佐
々
木
花は

菜な

さ
ま

（
涌
一
小
６
年
）

▼
日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
41
回

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
６
年
男
子
１
０
０
ｍ
Ｃ

決
勝
第
６
位　

平
塚
龍り

ゅ
う

惺せ
い

さ

ま（
箟
白
小
６
年
）

▼
第
14
回
東
日
本
都
道
県
小

学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
青

森
大
会
東
日
本
６
年
男
子

１
０
０
ｍ
第
３
位　

平
塚
龍

惺
さ
ま（
箟
白
小
６
年
）

▼
令
和
７
年
度
第
64
回
宮
城

県
造
形
教
育
作
品
展
入
選

佐
々
木
萌め

結い

さ
ま（
涌
谷
中

１
年
）

▼
令
和
７
年
度
第
64
回
宮
城

県
造
形
教
育
作
品
展
特
選

佐
々
木
太た

い

河が

さ
ま（
涌
谷
中

３
年
）

▼
第
79
回
宮
城
県
小
中
学
校

児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会

硬
筆
の
部
部
会
長
賞　

池
田

あ
か
り
さ
ま（
涌
谷
中
３
年
）

▼
第
34
回
全
日
本
中
学
生
高

校
生
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ

ス
ト
東
北
大
会
予
選
南
東
北

大
会
中
学
生
部
門
金
賞　

今

野
結ゆ

菜な

さ
ま（
涌
谷
中
３
年
）

▼
第
74
回
宮
城
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
柔
道
競
技
第
２

位　

髙
橋
真ま

輝き

斗と

さ
ま（
涌

谷
中
３
年
）

▼
第
74
回
宮
城
県
中
学
校
総

合
総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー

競
技
第
２
位　

涌
谷
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
さ
ま

▼
河
北
カ
ッ
プ
第
30
回
宮
城

県
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
兼
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
31
回

全
日
本
Ｕ
ー
15
フ
ッ
ト
サ
ル

選
手
権
大
会
宮
城
県
大
会
準

優
勝　

涌
谷
中
学
校
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地域おこし協力隊に新たな仲間
埋
う め

金
が ね

一
い っ

平
ぺ い

・萌
も え

隊員が着任しました
　7月1日（水）に、涌谷町地域おこし協力隊の新たな隊
員として埋金一平隊員・萌隊員が着任しました。
　二人は東京都から移住し、夫婦での着任となります。
今後は、古民家リフォームや、焙煎コーヒーを活用し
たワークショップなどを実施し、涌谷町での移住生活
の出来事や地域の魅力などをＳＮＳで発信していく予
定です。
　埋金一平・萌隊員の自己紹介などは、広報わくや8月・
9月号の協力隊コラムに掲載します。

地域資源を活用した特産品の開発に活用
ビニールハウスなどが寄附されました
　7月14日（火）に、株式会社ウェルファムフーズから
企業版ふるさと納税を活用し、ビニールハウス2棟・
地下熱利用冷温風発生機2台・倉庫1棟が寄附され、そ
の贈呈式が涌谷町上郡で実施されました。
　贈呈式では、同社の小栗取締役専務執行役員から目
録が手渡されました。贈呈されたビニールハウスなど
は、地域資源を活用した特産品の開発や生産体制の充
実、地域産業の振興などに活用される予定です。

町制施行70周年記念事業
涌谷町活力あるまちづくり大賞表彰
　7月15日（水）に、涌谷公民館で、町制施行70周年記
念事業『涌谷町活力あるまちづくり大賞』の表彰状贈
呈が実施されました。
　審査の結果、『真夏のとうもろこし巨大迷路ゴール
ドデント777WAKUYA2025』を実施した涌谷デン
トコーン迷路実行委員会が黄金賞（最高賞）、『「みちの
くの心意気」のブランド化と販売について』を実施し
た伊藤忠飼料株式会社が金賞、『地域の良さを生かし
た黄金自治会活動』を実施した黄金区自治会が特別賞
を受賞しました。

地域住民と交流しながら福祉課題について考える
東北福祉大生がフィールドワークを実施
　6月20日（土）と27日（土）に、涌谷町・涌谷町社会福
祉協議会・東北福祉大学の三者間で締結されている『地
域福祉推進に関する包括連携協定』の一環として、地
域の福祉課題をフィールドワークを通じて学ぶ『プロ
ジェクト実践活動』が町内で実施されました。
　6月20日は、学生たちが3行政区に分かれ、運動ひ
ろばなどのサロン活動への参加や地域住民との意見交
換を行いました。27日には、前週の学びをもとにグ
ループごとに成果を発表し、地域の福祉課題について
考えを深めていました
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《遠藤釈雄町長の主な公務（6月16日～7月15日）》
●  6月17日㈬	 涌谷町農作物有害鳥獣対策協議会	
		  総会� （役場）
●  6月18日㈭	 令和8年度御水神例大祭�  （町内）
●  6月23日㈫	 暴力団追放協議総会�  （美里町）
●  6月24日㈬	 第1回宮城県町村会町村長会議
�  （仙台市）
●  6月25日㈭	 重要水防箇所合同巡視� （町内）
●  6月30日㈫	 健康と福祉の丘運営委員会� （町内）
●  7月  5日㈰	 第44回宮城県消防協会大崎地区支部
　　　　　　　 消防操法大会� （大崎市）

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

盆月に天の川を見る
　農村、農家には昔から「結い」に見られるように助
け合いの風習がある。共同の草刈りや道路清掃、揚排
水路の整備、ご葬儀などでのお手伝いなど、生活の要
を包み込んでいる。しかし、非情な時代の流れは、こ
こにも押し寄せ、流されないように手を取り合って来
た仲間が１人また１人と消えて行く。淋

さ び

しい限りだ。
盆月に入った。夜になったら廊下にでも出張って、私
には不慣れな酒でも啜

す す

りながら１人ひとりを思い出し
ながら涙を流そうか。

おひさまスマイル活動報告
「おひさまカフェ」を開催

　6月24日（水）に、涌谷町医療福祉センター集団検診室で、『おひ
さまカフェ』を開催しました。毎回楽しみなスイーツですが、今回
はおひさまスマイル代表の手作り「ひとみママのチョコレートス
コーンとフルーツゼリー」でした。お茶を片手に、最近の出来事や
涌谷町のランチ情報などを語り合いながら、自然と会話が広がり、
笑顔いっぱいの和やかな時間となりました。和気あいあいとした雰
囲気の中で、明日からの暮らしに生かせる情報交換の場にもなりま
した。ご参加いただき、ありがとうございました。

ほのかな光が照らす初夏の夜
天平ほたるまつりが開催されました
　6月27日（土）に、天平ろまん館で、黄金区自治会が
第13回天平ほたるまつりを開催しました。
　まつりでは、涌谷太鼓による和太鼓演奏とオカリー
ナ彩音によるオカリナ演奏が披露されたほか、ホタル
の幼虫の観察コーナーや、過去のホタルの写真を飾っ
たギャラリーコーナーも設置されました。
　今年は例年よりもホタルがやや少ない様子でしたが、
幻想的な光が飛

ひ

翔
しょう

するたびに歓声が上がり、来場者は
日本初の産金地に灯る黄金の光を楽しんでいました。

日本の歴史と文化を体験
石巻専修大学の留学生と交流会を開催
　6月28日（日）に、石巻専修大学の中国・韓国出身の
留学生9人のほか、留学生をサポートする日本人学生3
人が涌谷町国際化協会との連携事業として天平ろまん
館を訪れ、日本文化を体験する交流会を実施しました。
　留学生たちは、歴史館で日本初の産金地・涌谷町の
歴史を学んだほか、お茶の作法を学ぶ茶室体験や椀

わ ん

が
け法を用いた砂金採りを体験し、日本文化への理解を
深めていました。
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